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プライムコート

表層工

Ｓ＝１：２０仮復旧舗装構成

表層工

路盤工（再生砕石ＲＣ－４０）

２
０
０

（既設舗装との境に舗装目地（t=4cm）を設置すること）

注）仮舗装の範囲は、掘削による影響範囲箇所及び重機による破損の範囲を施工すること。

注）仮舗装は作業終了後速やかに施工し、通行に支障が無いようにすること。

路盤工（再生砕石ＲＣ－４０）（不陸整正工を実施すること）

注）仮舗装は、作業終了後及び開始時に点検を行い通行に支障がある場合は速やかに補修すること。
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（再生密粒度アスコンtop-13）

（再生密粒度アスコンtop-13）

３（密度　２．３５t/ｍ  ）
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注）１．機械埋戻し（１）の流用土（砂質土）については、特に軟弱で路床に適さないものは除く。

　　　管に有害なものも除く。

　　３．ｈ＝管外径×０．１５とし10ｍｍ単位で切り上げる。

　　４．砂基礎については、リサイクル砂を使用する。

　　２．機械埋戻し（２）の管周り流用土（砂質土）については、注）１，かつ礫等（２０ｍｍ以上）等の
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　　５．掘削底幅は５ｃｍ単位とし、二捨三入を行う。
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注）１．機械埋戻し（１）の流用土（砂質土）については、特に軟弱で路床に適さないものは除く。

　　　管に有害なものも除く。

　　３．ｈ＝管外径×０．１５とし10ｍｍ単位で切り上げる。

　　４．砂基礎については、リサイクル砂を使用する。

　　２．機械埋戻し（２）の管周り流用土（砂質土）については、注）１，かつ礫等（２０ｍｍ以上）等の

　　５．砂基礎幅：掘削幅 － 矢板材の厚さ

素 掘 り に よ る 標 準 図矢 板 施 工 に よ る 標 準 図

掘削範囲内は補足材無し、それ以外は補足材（ＲＣ－４０）を必要量投入すること。


